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貴社の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）●貴社の景況
令和４年１～３月期の「貴社の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業
は▲7.5％ポイントとなり、令和３年４～６月期以来３期ぶりの「下降」超となっ
ています。中堅企業、中小企業はいずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は令和４年４～６月期に「上昇」超に転じる見
通しとなっております。中堅企業は令和４年４～６月期に「上昇」超に転じる見
通し、中小企業は令和４年７～９月期に「上昇」超に転じる見通しとなっており
ます。
●国内の景況
令和４年１～３月期の「国内の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業は
▲16.3%ポイントとなり、令和３年７～９月期以来２期ぶりの「下降」超、中
堅企業、中小企業はいずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は令和４年４～６月期に「上昇」超に転じ
る見通し、中堅企業は令和４年４～６月期に「上昇」超に転じる見通し、中
小企業は令和４年７～９月期に「上昇」超に転じる見通しとなっています。
令和４年３月末時点の「従業員数判断」BSIを全産業でみると、大企業は
17.1%ポイントとなり、平成23年９月末以降43期連続の「不足気味」超と
なり、中堅企業、中小企業いずれも「不足気味」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「不足気
味」超で推移する見通しとなっています。
令和３年度は、4.0％の増収見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増収見込みとなっています。
令和３年度は、22.1％の増益見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増益見込みとなっています。
令和３年度は、2.4％の増加見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増加見込みとなっています。

令和４年１‒３月期調査

対象企業数
回答企業数
回　収　率

法人企業景気予測調査
（内閣府・財務省）

法人企業景気予測調査は、わが国の経済活動の主要部分を占める企業活動を把握することにより、経済の現状
および今後の見通しに関する基礎資料を得ることを目的として四半期ごとに調査しています。なお、資本金、
出資金または基金（以下、「資本金」といいます）1千万円以上の法人（ただし、電気・ガス・水道業および金融業、
保険業は資本金1億円以上）を対象としています。以下は、令和４年１ｰ３月期調査結果の概要です。

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金1億円以上10億円未満
の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上1億円未満の企業をいいます。

景　　況

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和４年７～９月
見通し

令和３年10～12月
前回調査

国内の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和４年１～３月
現状判断

令和４年７～９月
見通し

令和３年10～12月
前回調査

令和４年１～３月
現状判断

令和４年４～６月
見通し

令和４年４～６月
見通し
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▲22.5
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▲3.0 
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22.0 
17.7 
24.0 
20.8 
18.5 
21.4 
1.1 
3.6 
0.7 

4.7 
5.9 
4.1 
   6.5 
7.4 
6.2 

 ▲5.6 
▲2.3 
▲6.2 

9.2 
8.3 
9.6 
8.1 
10.5 
7.4 
▲4.0 
▲0.9 
▲4.6 

14,439社
11,059社
　　76.6％

設備投資

雇　　用

売 上  高

経常利益

改
正
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
実
務
対
応
報
告
、公

表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
３
月
11
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
７
５
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｓ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
取
扱
い

実
務
対
応
報
告
公
開
草
案
63
号

「
電
子
記
録
移
転
有
価
証
券
表
示

権
利
等
の
発
行
及
び
保
有
の
会
計

処
理
及
び
開
示
に
関
す
る
取
扱
い

（
案
）」
な
ら
び
に
「
資
金
決
済
法
上

の
暗
号
資
産
又
は
金
融
商
品
取
引

法
上
の
電
子
記
録
移
転
権
利
に
該

当
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行

及
び
保
有
に
係
る
会
計
処
理
に
関

す
る
論
点
の
整
理
」
に
つ
い
て
、
委

員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議
決
さ
れ

た
（
３
月
15
日
公
表
）。
コ
メ
ン
ト

期
限
は
、
ど
ち
ら
も
２
０
２
２
年
６

月
８
日
。

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
参
照
金
融
商
品
実
務

対
応
報
告
の
改
正

第
１
７
７
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
号
（
№

１
６
４
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
と
同
様
、
改
正
実
務
対
応
報
告

40
号
「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照
す
る
金

融
商
品
に
関
す
る
ヘ
ッ
ジ
会
計
の

取
扱
い
」
に
つ
い
て
、
公
開
草
案
か

ら
修
正
し
な
い
事
務
局
案
が
示
さ

れ
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議
決

さ
れ
た
（
３
月
17
日
公
表
）。

税
効
果
会
計
関
連

第
79
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
号
（
№

１
６
４
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
次
の
論
点
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
税
金
費
用
の
計
上
区
分

中
間
税
効
果
適
用
指
針
お
よ
び
四

半
期
会
計
基
準
等
へ
の
影
響
に
関
し

て
、
定
め
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と

し
た
事
務
局
提
案
に
対
し
、
委
員
か

ら
は
特
段
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

⑵　
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
が
適
用
さ

れ
る
場
合
の
子
会
社
株
式
等
の
売

却
に
係
る
税
効
果

適
用
時
期
に
つ
い
て
、
前
記
⑴
の

改
正
と
合
わ
せ
、
２
０
２
４
年
４
月

１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
の
期
首
か

ら
の
強
制
適
用
お
よ
び
２
０
２
３
年

４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
の
期

首
か
ら
の
早
期
適
用
と
す
る
事
務
局

案
が
示
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
賛
成
意

見
が
聞
か
れ
た
。

次
回
親
委
員
会
（
３
月
25
日
開
催

予
定
）
で
公
表
議
決
予
定
。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正

第
１
１
０
回
リ
ー
ス
会
計
専
門
委

員
会（
２
０
２
２
年
３
月
20
日
号（
№

１
６
３
９
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
設
例
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
わ
が
国
特
有
な
取
引
の
設
例

普
通
借
地
・
普
通
借
家
契
約
の

リ
ー
ス
期
間
に
つ
い
て
、
次
の
ケ
ー

ス
の
設
例
が
示
さ
れ
、検
討
さ
れ
た
。

・
不
動
産
に
お
け
る
借
手
保
護
の
法

律
が
リ
ー
ス
期
間
を
決
定
す
る
際

に
検
討
対
象
と
す
べ
き
延
長
オ
プ

シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か

・
普
通
借
地
契
約
（
延
長
オ
プ
シ
ョ

ン
を
行
使
す
る
／
し
な
い
）

・
普
通
借
家
契
約
（
延
長
オ
プ
シ
ョ

ン
を
行
使
す
る
／
し
な
い
）

設
例
案
で
は
、
前
提
条
件
と
そ
の

分
析
が
示
さ
れ
た
後
、「
考
慮
す
べ

き
要
因
を
総
合
的
に
勘
案
し
」
て
、

条
件
に
な
い
年
数
が
最
終
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
委
員
か
ら
の
「
数
値
を

算
出
す
る
過
程
を
丁
寧
に
示
し
て
」

と
の
意
見
に
対
し
て
、
事
務
局
か
ら

は
「
前
提
条
件
で
示
し
た
要
素
を
そ

の
ま
ま
最
終
的
に
出
し
て
し
ま
う

と
、
こ
の
要
素
が
重
要
と
思
わ
れ
る

の
で
、
あ
え
て
そ
う
し
て
い
る
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

⑵　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」の
設

例Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
に
お
け
る
設
例
で

改
正
リ
ー
ス
基
準
に
も
採
り
入
れ
る
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職
業
的
懐
疑
心
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

公
認
会
計
士 

手
塚　

仙
夫

会
計・監
査

カ
ナ
メ
の
要

公
認
会
計
士
の
業
務
の
な
か
で
よ
く

い
わ
れ
る
の
が
、
職
業
的
懐
疑
心
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
懐
疑
と
は
、
辞
書

に
よ
れ
ば
「
疑
う
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
あ
る
。
職
業
的
懐
疑
心
を
も
う

少
し
詳
し
く
い
え
ば
、
公
認
会
計
士
の

疑
う
気
持
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
公
認
会

計
士
は
、
何
を
疑
え
と
い
わ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

監
査
基
準
第
二「
一
般
基
準
」３
に
、

「
監
査
人
は
、
職
業
的
専
門
家
と
し

て
の
正
当
な
注
意
を
払
い
、
懐
疑
心
を

保
持
し
て
監
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
公

認
会
計
士
に
求
め
ら
れ
て
い
る
職
業
的

懐
疑
心
の
根
拠
と
な
る
。
監
査
人
は
、

疑
い
の
心
を
持
っ
て
監
査
を
行
え
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
場
合
に

何
を
疑
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

す
べ
て
の
監
査
対
象
を
疑
え
と
い
う

の
も
現
実
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
す

べ
て
の
監
査
対
象
が
間
違
い
で
あ
る
と

疑
っ
て
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実

的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
的
を
絞
っ
て
職
業
的
懐
疑

心
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ

で
の
「
職
業
的
」
と
は
公
認
会
計
士
と

い
う
職
業
と
し
て
必
要
な
懐
疑
心
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
特
に
監
査
業
務
に
関

し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
監
査
の

ど
の
局
面
で
懐
疑
心
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
す
べ
て
の
監
査
対

象
項
目
が
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
前
提

で
監
査
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
的
で
は

な
い
。
現
在
の
監
査
は
リ
ス
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
が
基
礎
に
あ
っ

て
、
監
査
業
務
全
体
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
監
査
リ
ス

ク
を
評
価
す
る
と
き
に
、
懐
疑
心
を
発

揮
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
監
査
リ

ス
ク
の
評
価
を
誤
る
と
監
査
ア
プ
ロ
ー

チ
が
間
違
っ
た
方
向
に
行
く
可
能
性
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。

監
査
リ
ス
ク
と
は
、
虚
偽
表
示
を
発

見
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
い
う
が
、
こ
の

リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
く
す
る
た
め

に
懐
疑
心
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
監
査
対
象
会
社
の
事

業
全
体
の
状
況
を
的
確
に
見
極
め
、
虚

偽
表
示
の
要
因
と
な
り
そ
う
な
状
況
が

な
い
か
ど
う
か
を
、
慎
重
に
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

監
査
リ
ス
ク
を
網
羅
的
に
設
定
す
る
と

い
う
よ
り
は
、
虚
偽
表
示
の
リ
ス
ク
の

高
い
項
目
（
虚
偽
表
示
の
可
能
性
が
高

い
項
目
）
の
見
極
め
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
監
査
リ
ス
ク
の
評
価
結
果

を
受
け
て
、
そ
の
後
の
監
査
手
続
、
内

部
統
制
の
評
価
お
よ
び
実
証
手
続
へ
と

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

監
査
手
続
の
実
施
に
お
い
て
も
、
懐

疑
心
の
発
揮
は
必
要
で
あ
る
。
監
査
手

続
を
実
施
し
た
結
果
、
入
手
し
た
監
査

証
拠
の
真
偽
お
よ
び
証
拠
力
の
強
弱
を

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の

判
断
に
際
し
て
懐
疑
心
は
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
契
約
書
、
納
品
書
、

領
収
書
等
の
証
憑
が
入
手
で
き
て
も
、

そ
れ
ら
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
監
査
証
拠
と
し
て
使
え
な
い
。
偽

造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
見

極
め
に
際
し
て
も
懐
疑
心
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
単

発
的
な
事
象
と
し
て
監
査
証
拠
を
み
る

の
で
は
な
く
、
直
接
的
、
間
接
的
な

状
況
、
取
引
の
流
れ
、
関
係
者
の
顔
ぶ

れ
な
ど
を
総
合
的
に
み
て
、
こ
の
監
査

証
拠
は
こ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
に
違
和

感
が
な
い
か
ど
う
か
問
い
直
し
て
み
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

懐
疑
心
は
決
ま
っ
た
定
型
的
な
事
象

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
監
査
の
各
局

面
に
お
い
て
、
い
つ
も
新
し
い
事
象
と

し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

大
切
に
し
た
い
も
の
は
、
職
業
的
感
覚

か
ら
感
じ
る
違
和
感
で
あ
る
。
監
査

の
過
程
で
こ
の
違
和
感
を
感
じ
た
と
き

が
、
懐
疑
心
を
発
揮
す
る
と
き
と
考
え

て
ほ
し
い
。自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

納
得
の
い
く
ま
で
追
求
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

最
後
に
、本
コ
ラ
ム
の
私
の
担
当
は
、

今
回
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
の
ご
愛
顧
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

も
の
と
し
て
、リ
ー
ス
の
識
別
の「
設

例
４
―
小
売
区
画
」
を
採
り
入
れ
る

案
が
示
さ
れ
た
。

基
準
諮
問
会
議
か
ら
の
報
告

第
44
回
基
準
諮
問
会
議
（
２
０
２
２

年
３
月
20
日
号
（
№
１
６
３
９
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
行
わ
れ
た

議
論
に
つ
い
て
、
基
準
諮
問
会
議
議
長

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

報
告
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
次
の
と
お

り
。

①　
株
式
報
酬
に
関
す
る
会
計
処
理

お
よ
び
開
示
の
取
扱
い
の
整
備

②　
企
業
会
計
基
準
委
員
会
の
活
動

状
況

③　
企
業
会
計
基
準
と
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
基
準
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
（
連
携
）

委
員
か
ら
は
、
③
に
関
し
て
、「
Ｓ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
が
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
と
連
携
す
る
旨

説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
設
立
さ

れ
る
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
は

ど
の
よ
う
な
役
割
で
あ
る
の
か
。
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
と
同
様
に
基
準
開
発
の
提
言

が
求
め
ら
れ
る
の
か
」
と
の
質
問
が

あ
り
、事
務
局
か
ら「
設
立
は
決
ま
っ

て
い
る
が
、
役
割
や
メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
は
、こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

現
在
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
国
際
的
な
意
見
発

信
が
メ
イ
ン
だ
が
、
今
後
基
準
開
発

も
行
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

国
際
会
計

気
候
関
連
開
示
の
規
則
改
正
案
、公
表

─
Ｓ
Ｅ
Ｃ

去
る
３
月
21
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
届

出
書
と
定
期
報
告
書
で
特
定
の
気
候

関
連
の
開
示
を
要
求
す
る
規
則
の
改

正
案
を
公
表
し
た
。

気
候
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る
開
示

改
正
案
で
は
、
次
の
情
報
の
開
示

を
要
求
し
て
い
る
。

⑴　
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
関
連
す
る
リ
ス
ク
管
理
プ
ロ

セ
ス
。

⑵　
識
別
さ
れ
た
気
候
関
連
リ
ス
ク

が
、
短
期
的
、
中
期
的
、
ま
た
は

長
期
的
に
、
事
業
と
連
結
財
務
諸

表
に
ど
の
よ
う
に
重
大
な
影
響
を

与
え
た
、
ま
た
は
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
か
。

⑶　
識
別
さ
れ
た
気
候
関
連
リ
ス
ク

が
、
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、

お
よ
び
見
通
し
に
ど
の
よ
う
に
影

響
を
与
え
た
か
、
ま
た
は
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
。
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（図表）　有報の記載事項と「サステナビリティ情報の記載欄」の新設
有価証券報告書（企業情報）の構成

情報を集約・相互参照

参照可

 第１　企業の概況 新設

 第３　設備の状況

 第５　経理の状況

 第４　提出会社の状況

第６　提出会社の株式事務の概要
 第７　提出会社の参考情報

 第２　事業の状況

従業員の状況 サステナビリティ情報

経営方針、経営環境及び対処すべき課題等 サステナビリティ情報

事業等のリスク サステナビリティ情報

ＭＤ＆Ａ サステナビリティ情報

研究開発活動 サステナビリティ情報

コーポレートガバナンスの概要 サステナビリティ情報

役員の状況 サステナビリティ情報

（出所）　第７回ディスクロージャーＷＧ（令和３年度）事務局説明資料より作成

任意開示書類
サステナビリティ報告書

統合報告書

【案１】「第２　事業の状況」の中に新設

【案２】「第４　提出会社の状況」と「第５　経理の状況」の間に新設

サステナビリティに関する
考え方、取組み

（当初の開示事項）
・「ガバナンス」、「リスク管理」
・「戦略」、「指標・目標」は各

企業が重要性を踏まえ判断

⑷　
「
財
務
諸
表
で
使
用
さ
れ
る
財
務

上
の
見
積
り
と
仮
定
」
や
「
連
結

財
務
諸
表
の
科
目
」
へ
の
、
気
候

関
連
事
象
（
悪
天
候
そ
の
他
の
自

然
条
件
）
と
移
行
活
動
の
影
響

温
室
効
果
ガ
ス
に
関
す
る
情
報
開
示

ま
た
、
改
正
案
は
、
次
の
情
報
の

開
示
を
要
求
し
て
い
る
。

・
直
接
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

排
出
量
（
ス
コ
ー
プ
１
）

・
購
入
し
た
電
気
ま
た
は
他
の
形
態

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
間
接
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
（
ス
コ
ー
プ
２
）

・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
上

流
と
下
流
の
活
動
か
ら
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
（
ス
コ
ー
プ
３
）（
重
要
な

場
合
、
ま
た
は
ス
コ
ー
プ
３
の
排

出
量
を
含
む
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
目

標
ま
た
は
最
終
目
標
を
設
定
し
て

い
る
場
合
）

改
正
案
で
は
、
ス
コ
ー
プ
１
と
ス

コ
ー
プ
２
の
排
出
量
開
示
に
つ
い
て

の
独
立
し
た
証
明
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

か
ら
の
証
明
報
告
書
の
入
手
が
段
階

的
に
導
入
さ
れ
、
企
業
の
ス
テ
ー
タ

ス
ご
と
の
ス
コ
ー
プ
１
と
ス
コ
ー
プ

２
の
段
階
的
導
入
期
間
と
、
ス
コ
ー

プ
３
の
排
出
量
開
示
の
た
め
の
段
階

的
導
入
期
間
が
示
さ
れ
て
い
る
（
大

規
模
企
業
は
ス
コ
ー
プ
１
と
ス
コ
ー

プ
２
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
、
ス

コ
ー
プ
３
が
２
０
２
４
年
度
か
ら
）。

コ
メ
ン
ト
期
間

コ
メ
ン
ト
期
間
は
、
連
邦
官
報
に

掲
載
さ
れ
て
か
ら
30
日
間
、
ま
た
は

改
正
案
の
公
表
日
か
ら
60
日
間
（
５

月
20
日
ま
で
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

長
い
期
間
と
な
る
。

金
　
　
融

有
報
へ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

等
の
記
載
に
つ
い
て
検
討

─
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

去
る
３
月
24
日
、
金
融
審
議
会
は

第
７
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
座
長
：
神
田

秀
樹
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。

今
回
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
開
示
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
た
。
主
な
論
点
は
次
の
と
お
り
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
全
般
・

気
候
変
動

事
務
局
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
Ｗ
Ｇ

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
次
の
提
案
が

な
さ
れ
た
（
図
表
）。

⑴　
有
報
へ
の
記
載
方
法

有
報
に
記
載
欄
を
設
け
、
当
初
の

開
示
項
目
と
し
て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

と
「
リ
ス
ク
管
理
」
は
す
べ
て
の
企

業
が
開
示
し
、「
戦
略
」
と
「
指
標

と
目
標
」
は
各
企
業
が
重
要
性
を
判

断
し
て
開
示
す
る
。

委
員
か
ら
は
、
有
報
に
記
載
欄
を

設
け
る
こ
と
に
異
論
は
聞
か
れ
ず
、

入
れ
る
場
所
に
つ
い
て
、「
企
業
価

値
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
の
で
、
図
表
案
１
の
『
経

営
方
針
、
経
営
環
境
及
び
対
処
す
べ

き
課
題
等
』
の
下
が
適
当
」、「『
第

１　

企
業
の
概
況
』
と
『
第
２　

事

業
の
状
況
』
の
間
に
入
れ
る
べ
き
」、

「
従
来
の
有
報
の
構
成
に
こ
だ
わ
ら

ず
再
編
成
を
検
討
し
て
も
よ
い
の
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
開
示
項
目
に
つ
い
て
、
賛

成
意
見
が
あ
っ
た
一
方
、「
戦
略
、
指

標
・
目
標
に
つ
い
て
は
、
重
要
性
が

な
け
れ
ば
そ
の
旨
を
開
示
す
べ
き
」、

「
人
的
資
本
に
つ
い
て
は
、
重
要
性

の
な
い
企
業
は
な
い
。
４
項
目
と
も

義
務
に
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
任
意
開
示

⑴
と
あ
わ
せ
て
、
任
意
開
示
等
に

お
い
て
、
気
候
変
動
関
連
の
開
示
の

質
と
量
の
充
実
を
促
す
。

委
員
か
ら
は
、「
有
報
の
詳
細
情

報
を
補
う
の
な
ら
ば
、
有
報
と
同
時

の
公
表
が
前
提
」、「
同
時
公
表
は
実

務
上
、
難
し
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

人
的
資
本
・
多
様
性
等

事
務
局
か
ら
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
の
基
準
策
定
作
業
を
先

取
り
し
、
次
の
取
組
み
を

進
め
る
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
中
長
期
的
な
企
業
価

値
向
上
に
お
け
る
人
材

戦
略
の
重
要
性
を
踏
ま

え
た「
人
材
育
成
方
針
」 

（
多
様
性
の
確
保
を
含

む
）
や
「
社
内
環
境
整

備
方
針
」
の
開
示
を
求

め
る
こ
と

②　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の

事
情
に
応
じ
、
①
の

「
方
針
」
と
整
合
的
で

測
定
可
能
な
指
標
（
イ

ン
プ
ッ
ト
／
ア
ウ
ト
カ

ム
）
の
設
定
、
そ
の
目

標
お
よ
び
進
捗
状
況
の

開
示
を
求
め
る
こ
と

③　
企
業
の
多
様
性
確
保

に
係
る
指
標
と
し
て
、

女
性
管
理
職
比
率
、
育

児
休
業
取
得
率
、
男
女

間
賃
金
格
差
等
、
中
長

期
的
な
企
業
価
値
判

断
に
必
要
な
項
目
の
開

示
（
単
体
ベ
ー
ス
を
基

本
）。ま
た
、こ
の
場
合
、
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企
業
負
担
等
の
観
点
か
ら
、
他
の

法
律
の
定
義
・
枠
組
み
に
従
っ
て

開
示
す
る
こ
と

委
員
か
ら
は
、「
①
の
開
示
は
、

た
と
え
ば
プ
ラ
イ
ム
企
業
か
ら
行
う

な
ど
、
段
階
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
」、「
③
の
指
標
に
企
業
間
比
較
が

し
や
す
い
労
働
生
産
性
を
含
め
て

は
」、「
③
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
な
か
、単
体
で
は
な
く
、連
結
ベ
ー

ス
で
開
示
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

そ
の
他

⑴　
将
来
情
報

提
出
日
現
在
に
お
い
て
、
将
来
情

報
の
記
述
の
前
提
等
に
つ
い
て
、
一

般
に
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
で

具
体
的
な
説
明
が
さ
れ
て
い
た
場

合
、
提
出
後
に
事
情
が
変
化
し
た
こ

と
を
も
っ
て
虚
偽
記
載
の
責
任
が
問

わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
実
務
へ
の
浸
透

を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
明
確

化
を
検
討
す
る
。

委
員
か
ら
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
前
提

を
置
い
て
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ど
こ
ま
で
免
責
さ
れ
る
か

を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
明

確
化
に
賛
成
す
る
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
に
対

す
る
保
証

そ
の
前
提
と
な
る
開
示
基
準
の
策

定
や
国
内
外
の
動
向
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
中
期
的
な
課
題
と
し
て
検
討

す
る
。

委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛
成
意

見
が
聞
か
れ
た
が
、「
開
示
内
容
と

並
行
し
て
議
論
す
べ
き
」
と
の
意
見

も
聞
か
れ
た
。

⑶　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

気
候
変
動
開
示
等
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
情
報
に
つ
い
て
、
今
後
、
日

本
に
お
け
る
開
示
を
円
滑
に
進
め
る

観
点
か
ら
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す

こ
と
に
つ
き
、「
企
業
の
予
見
可
能

性
が
高
ま
る
」
な
ど
、
賛
成
意
見
が

多
く
聞
か
れ
た
。

サ
ブ
リ
ー
ス
取
引
の
取
扱
い
、再
検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
３
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
１
１
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

サ
ブ
リ
ー
ス
取
引

第
１
０
７
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
２
年
１
月
10
日
・
20
日
号

（
№
１
６
３
３
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）で
、審
議
さ
れ
た
サ
ブ
リ
ー

ス
取
引
に
つ
い
て
、
次
の
再
提
案
が

示
さ
れ
た
。

⑴　
中
間
的
な
貸
手
の
サ
ブ
リ
ー
ス

の
分
類

第
１
０
７
回
専
門
委
員
会
で
は
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」
の
考
え
方

を
基
礎
と
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
た

が
、
コ
ス
ト
面
な
ど
か
ら
懸
念
す
る

意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。

今
回
、
引
き
続
き
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号

の
モ
デ
ル
を
基
礎
と
す
る
一
方
、
後

記
⑵
の
一
定
の
サ
ブ
リ
ー
ス
取
引

（
一
括
借
上
契
約
、
パ
ス
・
ス
ル
ー

型
の
サ
ブ
リ
ー
ス
取
引
等
）
に
対
し

て
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
と
同
様
の
会
計

処
理
を
要
求
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ

と
で
対
応
す
る
再
提
案
が
さ
れ
た
。

⑵　
一
括
借
上
契
約
、パ
ス・ス
ル
ー

型
の
サ
ブ
リ
ー
ス
取
引
、転
リ
ー

ス
取
引

第
１
０
７
回
専
門
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
取
引
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
ヘ
ッ
ド
リ
ー
ス
と
サ

ブ
リ
ー
ス
を
個
別
に
会
計
処
理
す
る

の
で
は
な
く
、
リ
ー
ス
を
仲
介
す
る

取
引
と
し
て
会
計
処
理
す
る
提
案
が

示
さ
れ
た
が
、
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
の

多
様
性
を
考
慮
す
べ
き
と
の
意
見
が

聞
か
れ
て
い
た
。

今
回
、
機
器
等
の
リ
ー
ス
と
不
動

産
取
引
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
な
提

案
が
行
わ
れ
た
。

①　
機
器
等
の
リ
ー
ス

転
リ
ー
ス
取
引
の
現
行
基
準
の
定

め
は
、
実
務
に
定
着
し
て
お
り
、
こ

れ
を
引
き
継
ぐ
。

②　
不
動
産
取
引

次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
サ
ブ

リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
ヘ
ッ
ド
リ
ー

ス
で
あ
る
賃
貸
借
契
約
と
サ
ブ
リ
ー

ス
で
あ
る
転
貸
借
を
一
体
と
し
て
捉

え
て
、
全
体
を
会
計
上
の
リ
ー
ス
と

し
て
会
計
処
理
せ
ず
、
Ｐ
Ｌ
上
の
表

示
は
、
収
益
認
識
会
計
基
準
等
、
他

の
会
計
基
準
で
判
断
す
る
。

・
契
約
上
の
中
間
的
な
貸
手
は
、
サ

ブ
リ
ー
ス
の
借
手
か
ら
賃
借
料
の

支
払
を
受
け
た
と
き
の
み
、
ヘ
ッ

ド
リ
ー
ス
の
貸
手
に
支
払
う
義
務

を
負
う
。

・
契
約
上
の
ヘ
ッ
ド
リ
ー
ス
と
サ
ブ

リ
ー
ス
の
賃
料
の
差
額
は
手
数
料

の
み
で
あ
る
と
判
断
で
き
、
契
約

上
の
中
間
的
な
貸
手
は
、
当
該
手

数
料
相
当
額
の
み
に
対
す
る
権
利

を
有
す
る
。

・
契
約
上
の
中
間
的
な
貸
手
は
、
次

の
い
ず
れ
を
決
定
す
る
権
利
も
有

さ
な
い
。

⑴　
サ
ブ
リ
ー
ス
の
契
約
条
件
（
サ

ブ
リ
ー
ス
に
お
け
る
借
手
の
決

定
を
含
む
）

⑵　

サ
ブ
リ
ー
ス
の
借
手
が
存
在

し
な
い
期
間
に
お
け
る
原
資
産

の
使
用
方
法

専
門
委
員
か
ら
は
、「
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
お
り
、
支
持
す
る
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、「
機
器
等
の
リ
ー
ス
で
も

パ
ス
・
ス
ル
ー
型
の
も
の
が
あ
る
。

②
の
取
扱
い
は
機
器
等
に
も
適
用
さ

れ
る
の
か
」
と
の
質
問
に
、
事
務
局

か
ら
「
機
器
で
も
不
動
産
で
も
要
件

を
満
た
す
場
合
に
適
用
さ
れ
る
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

リ
ー
ス
負
債
の
見
直
し
お
よ
び

リ
ー
ス
の
条
件
変
更

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
で
定
め
ら
れ
て
い

る
リ
ー
ス
負
債
の
見
直
し
お
よ
び

リ
ー
ス
の
条
件
変
更
に
つ
い
て
、
改

正
基
準
に
採
り
入
れ
る
こ
と
は
せ
ず
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
と
整
合
的
な
簡
素
な

定
め
を
採
り
入
れ
る
提
案
が
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
リ
ー
ス
料
ま
た
は

リ
ー
ス
期
間
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
次
の
場
合
を
除
き
、
変
更
内
容

を
反
映
す
る
よ
う
に
リ
ー
ス
負
債
を

再
測
定
し
、
対
応
す
る
金
額
を
使
用

権
資
産
の
修
正
と
す
る
。

⑴　
リ
ー
ス
の
当
初
の
契
約
条
件
の

一
部
で
は
な
か
っ
た
変
更
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
場
合
に
は
、

独
立
し
た
リ
ー
ス
と
し
て
会
計
処

理
す
る
。

①　

条
件
変
更
が
、
１
つ
ま
た
は
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複
数
の
原
資
産
を
使
用
す
る
権

利
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
ー
ス
の
範
囲
を
増
大
さ
せ
て

い
る
。

②　

リ
ー
ス
の
対
価
が
、
範
囲
の

増
大
分
に
対
す
る
独
立
価
格
お

よ
び
そ
の
特
定
の
契
約
の
状
況

を
反
映
す
る
た
め
の
当
該
独
立

価
格
の
適
切
な
修
正
に
見
合
っ

た
金
額
だ
け
増
加
し
て
い
る
。

⑵　
リ
ー
ス
の
当
初
の
契
約
条
件
の

一
部
で
は
な
か
っ
た
変
更
の
う
ち
、

リ
ー
ス
の
範
囲
を
減
少
さ
せ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
使
用
権
資
産
の

帳
簿
価
額
を
リ
ー
ス
の
部
分
的
ま

た
は
全
面
的
な
解
約
を
反
映
す
る

よ
う
に
減
額
す
る
。
使
用
権
資
産

の
減
額
と
リ
ー
ス
負
債
の
再
測
定

に
よ
る
調
整
額
と
の
差
額
を
純
損

益
に
認
識
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
コ
ベ
ナ
ン

ツ
に
影
響
す
る
の
で
、
条
件
変
更
が

あ
っ
た
際
の
開
始
日
を
明
確
に
す
べ

き
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

関
連
当
事
者
適
用
指
針
の
改
正

リ
ー
ス
会
計
基
準
等
の
改
正
に
伴

い
、
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
13
号

「
関
連
当
事
者
の
開
示
に
関
す
る
会

計
基
準
の
適
用
指
針
」
の
参
考
（
開

示
例
）
の
う
ち
、
借
手
の
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
リ
ー
ス
に
関
す
る
開
示

例
を
改
正
し
、
経
過
措
置
を
適
用
し

た
借
手
の
所
有
権
移
転
外
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
関
す
る
開
示

例
を
削
除
す
る
提
案
が
示
さ
れ
た
。

産
業
別
基
準
の
適
用
に
係
る
論
点
に

つ
い
て
審
議
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設
立
準
備
委

会
　
　
計

去
る
３
月
15
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設
立

準
備
委
員
会
は
第
４
回
会
合
を
開
催

し
た
。
今
回
は
、
産
業
別
基
準
の
適

用
に
係
る
論
点
に
つ
い
て
、
事
務
局

に
よ
る
説
明
お
よ
び
分
析
が
提
示
さ

れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

産
業
別
開
示
と
テ
ー
マ
別
開
示
の

関
係２

つ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
成
し

た
Ｔ
Ｒ
Ｗ
Ｇ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
を
「
全
般
的

要
求
事
項
」、「
テ
ー
マ
別
要
求
事

項
」、「
産
業
別
要
求
事
項
」
で
構
成

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
テ
ー

マ
別
開
示
基
準
で
は
、
当
該
テ
ー
マ

に
関
連
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
戦
略
、

リ
ス
ク
管
理
の
ほ
か
産
業
横
断
的
指

標
に
つ
い
て
定
め
、
産
業
別
開
示
基

準
は
、
テ
ー
マ
別
開
示
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
主
と
し

て
産
業
に
基
づ
く
指
標
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
産
業
別
開
示
と
テ
ー
マ
別
開

示
の
関
係
に
つ
い
て
、
重
複
が
発
生

す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
形
で
開
示

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
、
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
基
本
的
に
テ
ー
マ

別
に
軸
を
置
き
、
重
複
は
避
け
る
べ

き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
多
く
挙

が
っ
た
。
ま
た
、「
セ
ク
タ
ー
で
提

示
す
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
よ
り
包
括
的
な

枠
組
み
を
テ
ー
マ
別
開
示
で
構
築

し
、
産
業
別
に
落
と
し
込
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
っ
た
。

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
お
け
る
産
業
の

識
別
方
法

事
務
局
は
、
産
業
の
識
別
に
お
け

る
考
慮
事
項
と
し
て
「
重
要
性
」
と

「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を
挙
げ
た
。

全
般
的
要
求
事
項
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

の
22
項
で
は
情
報
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
財
務
情

報
と
財
務
諸
表
に
含
ま
れ
る
情
報
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
ま
れ
る
。

こ
こ
で
、
財
務
諸
表
で
は
セ
グ
メ

ン
ト
情
報
の
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
産
業
に
基
づ
く
指
標
の
開
示

に
あ
た
り
選
択
さ
れ
た
産
業
は
、
報

告
セ
グ
メ
ン
ト
と
整
合
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
か
が
論
点
に
な
る
。
そ
こ
で

事
務
局
は
、
次
の
よ
う
な
、
セ
グ
メ

ン
ト
情
報
の
開
示
と
産
業
別
の
開
示

を
連
携
さ
せ
る
場
合
の
プ
ロ
セ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
示
し
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
：
財
務
諸
表
に
開
示
さ

れ
る
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
お
け
る

各
報
告
セ
グ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

少
な
く
と
も
１
つ
、
関
連
す
る
産

業
を
識
別
す
る

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
：
報
告
セ
グ
メ
ン
ト
に

含
ま
れ
な
い
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
の

う
ち
、
質
的
に
重
要
性
が
あ
る
事

業
セ
グ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
関

連
す
る
産
業
を
識
別
す
る

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
：
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
お
よ
び
２

で
識
別
さ
れ
た
産
業
に
つ
い
て
、「
産

業
に
基
づ
く
指
標
」
を
開
示
す
る

委
員
か
ら
は
、「
会
計
上
の
事
業

セ
グ
メ
ン
ト
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

開
示
に
お
け
る
産
業
別
の
区
分
は
、

異
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
」、

「
産
業
の
分
け
方
に
つ
い
て
、
あ
る

程
度
粒
度
を
大
き
く
取
り
、
そ
の
な

か
で
適
合
性
が
高
い
指
標
を
開
示
し

て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
」、「
セ

グ
メ
ン
ト
と
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
整
合
性
を
、
ど
こ
ま
で
求
め
る
の

か
議
論
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

経理用語の豆知識
訂正報告書に含まれる財務諸表に対する監査

訂正後の財務諸表に対する監査業務を実施する場合に
は、監査人は、不正による重要な虚偽表示リスクを考慮して
監査契約の締結に伴うリスクを再評価するなど、必要と考え
られる情報を入手したうえで、関与先と新規の監査契約を
締結しなければならない。
また、訂正後の財務諸表は、訂正前の財務諸表に適用さ
れる企業会計の基準を適用しなければならない。内部調査
委員会または第三者委員会の調査結果を利用する場合、監
査人が調査報告書のみをもって十分かつ適切な監査証拠を
入手したと判断することは適切ではなく、調査報告書の利
用の程度に応じて、監査人自らが当該委員会の入手した証
拠の閲覧、当該委員会の調査に対する再実施等を実施しな
ければならない。第三者委員会は、経営者の利用する専門
家として位置づけられ、第三者委員会の適性、能力および客
観性の評価等について、監査証拠としての適切性の評価を
慎重に実施することになる。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年 
３月14日

「移転価格事務運営要領」（事務
運営指針）の一部を改正する案 国税庁

BEPSプロジェクトの成果を踏まえた見直しの一環として、OECD移転
価格ガイドライン８章（費用分担契約）の改訂および10章（金融取引に係
る移転価格の側面）の追加を踏まえ、指針の一部改正を行うもの。コメン
ト期限は2022年４月12日。
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload
?seqNo=0000232430

―

2022年 
３月15日

金融庁告示５号
連結財務諸表の用語、様式及び
作成方法に関する規則に規定す
る金融庁長官が定める企業会計
の基準を指定する件の一部を改
正する件

金融庁

IASBが2021年12月31日までに公表した国際会計基準を指定国際会
計基準とするもの。2021年12月９日公表のIFRS17号「保険契約」の
改訂を含めることとなる。
https://kanpou.npb.go.jp/20220315/20220315h00694/202
20315h006940002f.html

―

金
　
　
融

米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
な
ぜ
利
上
げ
を
急
ぐ
の
か

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
３
月
16
日
、
同
日
開
催
し
た

連
邦
公
開
市
場
委
員
会（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

で
利
上
げ
を
決
め
た
。
ゼ
ロ
金
利
政

策
を
解
除
し
、
短
期
金
利
の
指
標
で

あ
る
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｆ

Ｆ
）
レ
ー
ト
の
誘
導
目
標
を
、
０
％

―
０
・
２
５
％
か
ら
０
・
２
５
％
―

０
・
５
％
に
、
０
・
２
５
％
引
き
上
げ

る
。
利
上
げ
開
始
が
決
ま
り
、
焦
点

は
利
上
げ
実
施
の
ペ
ー
ス
と
引
上
げ

幅
に
移
る
。
利
上
げ
の
ペ
ー
ス
は
、

今
回
同
時
に
発
表
さ
れ
た
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
政
策
金
利
見
通
し

の
資
料
で
、
16
人
中
最
多
の
５
人
が

今
年
末
時
点
で
１
・
７
５
％
―
２
・

０
％
を
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
を
標
準
シ
ナ
リ
オ
と
し
、
年

内
０
・
２
５
％
ず
つ
利
上
げ
を
実
施

す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
今
回
を
除
い

て
予
定
さ
れ
る
年
内
６
回
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
す
べ
て
で
利
上
げ
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
、
他
７
人
が
こ
の

水
準
以
上
の
予
想
な
の
で
、
そ
の
場

合
は
臨
時
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
開
催
で
６

回
よ
り
多
い
回
数
と
な
る
か
、
０
・

２
５
％
以
上
の
引
上
げ
幅
拡
大
を
予

想
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
５
日
後
の

21
日
、
全
米
企
業
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
協

会（
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
）で
講
演
を
行
い
、０
・

５
％
の
引
上
げ
の
可
能
性
も
示
唆
し

た
。一

方
、
お
お
む
ね
の
市
場
関
係
者

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
動
向
が
不

透
明
な
な
か
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制

裁
が
長
引
く
こ
と
や
イ
ン
フ
レ
高
進

が
予
想
さ
れ
、
景
気
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
利
上

げ
の
ペ
ー
ス
を
緩
め
る
の
で
は
、
と

い
っ
た
見
方
だ
っ
た
。

実
際
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
示
し
た
年
内
の

引
上
げ
回
数
と
引
上
げ
幅
は
、
そ

の
想
定
以
上
に
積
極
的
な
も
の
と

な
っ
た
。
昨
年
11
月
の
議
会
証
言
以

降
、
急
に
パ
ウ
エ
ル
議
長
が
タ
カ
派

の
姿
勢
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
に
、
今
年
11
月
に
迫
っ
た
米
連
邦

議
会
の
中
間
選
挙
を
挙
げ
る
声
も
あ

る
。民

主
党
が
勝
利
す
る
た
め
に
、
バ

イ
デ
ン
政
権
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
成

果
と
し
て
掲
げ
た
い
は
ず
だ
。
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
再
任
指
名
を
受
け
た

パ
ウ
エ
ル
議
長
が
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ

に
沿
っ
て
動
く
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
。
少
な
く
と
も
中
間
選
挙
ま
で

は
、
今
後
の
米
利
上
げ
動
向
を
探
る

た
め
に
経
済
要
因
だ
け
で
は
な
く
政

治
要
因
も
重
要
だ
。

証
　
　
券

日
米
金
利
差
の
円
安
は
吉
か
凶
か
？

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始

ま
っ
て
１
カ
月
が
経
過
し
た
。
状
況

は
膠
着
状
態
と
も
み
ら
れ
る
一
方
で
、

ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
は
軍
事
目
標
以
外

に
拡
大
し
、
停
戦
交
渉
も
大
き
な
進

展
が
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

戦
争
が
ど
こ
ま
で
拡
大
し
、
そ
の

影
響
、
特
に
経
済
へ
の
影
響
が
ど
う

な
る
か
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

し
か
し
、
現
状
世
界
の
株
価
は
ア
メ

リ
カ
株
を
先
頭
に
案
外
元
気
で
あ

る
。
３
月
15
日
を
境
に
世
界
同
時
株

高
が
始
ま
り
、
下
旬
に
入
っ
て
も
そ

れ
が
持
続
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

株
価
が
元
気
な
背
景
に
は
、
も
う

１
つ
の
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
米
Ｆ
Ｒ

Ｂ
の
利
上
げ
第
一
弾
を
ク
リ
ア
で
き

た
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連
邦
準
備
制
度
理

事
会
）
は
、
３
月
15
、
16
日
の
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
（
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
）
で

政
策
金
利
を
０
・
２
５
％
引
き
上
げ
、

今
回
を
含
め
年
７
回
の
利
上
げ
予
定

を
示
し
た
。
株
式
市
場
の
想
定
と
大

き
く
変
わ
ら
ず
、
市
場
に
は
安
心
感

が
生
じ
た
よ
う
だ
。

米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
の
変
更
は

各
国
へ
伝
播
し
つ
つ
あ
る
が
、
日
本

銀
行
は
３
月
18
日
の
金
融
政
策
決
定

会
合
で
、
金
利
据
置
き
と
大
規
模
緩

和
の
継
続
を
決
め
た
。
日
銀
も
進
行

す
る
イ
ン
フ
レ
へ
の
警
戒
を
強
め
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
弱
ま
っ
た
消

費
需
要
の
回
復
を
優
先
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

米
の
利
上
げ
に
対
し
、
日
銀
が
金

利
を
据
え
置
け
ば
、
い
ず
れ
円
安
・

ド
ル
高
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
３

月
22
日
に
は
６
年
振
り
に
１
ド
ル
＝

１
２
０
円
台
の
円
安
と
な
っ
た
。
長

い
間
、
日
本
の
株
式
市
場
は
円
安
が

輸
出
増
加
、
景
気
刺
激
を
も
た
ら
す

と
し
て
、歓
迎
し
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
、
円
安
の
輸
出
増
加
効
果
は
限

定
的
と
な
り
、
反
対
に
輸
入
品
の
価

格
上
昇
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
円
安
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
、

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
高

ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
銀
行
は
、
円
安
は
依
然
と
し

て
日
本
経
済
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と

い
う
判
断
を
変
え
て
い
な
い
よ
う

だ
。
確
か
に
海
外
依
存
度
の
高
い
自

動
車
、
電
機
な
ど
の
業
界
は
、
円
安

に
な
れ
ば
、
た
だ
ち
に
海
外
子
会
社

の
収
益
が
好
転
す
る
た
め
、
企
業
収

益
の
増
額
修
正
に
つ
な
が
る
。
そ
の

効
果
は
、
こ
の
２
０
２
２
年
３
月
期

決
算
に
も
表
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。


